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Q
2
労
働
組
合
の
伝
統
の
中
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
も

の
は
？

　

面
着
（
直
接
対
面
し
て
話
す
こ
と
）
に
よ
る
「
組
合
員
と

の
対
話
」
で
す
。
営
業
譲
渡
で
労
働
組
合
組
織
の
移
行
を

経
験
し
た
先
輩
た
ち
は
、組
合
員
と
の
対
話
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
富
岡
支
部
と
し
て
の
一
体
感
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
毎
年
集
中
実
施
期
間
を
設
定
し
、
年
齢
層
や

性
別
、
職
種
な
ど
対
象
を
し
ぼ
っ
て
対
話
活
動
を
実
施
。

昼
休
み
に
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
組
合
員
６
人
く
ら
い
の

グ
ル
ー
プ
と
話
を
し
て
、
職
場
の
悩
み
や
組
合
へ
の
要
望

Q
1
労
働
組
合
の
成
り
立
ち
や
、
支
部
の
組
合
員
数
、

役
員
体
制
は
？

　

1
9
9
8
年
、日
産
自
動
車
宇
宙
航
空
事
業
部
が
、東
京 

や
埼
玉
の
事
業
所
を
統
合
し
て
富
岡
市（
群
馬
）に
移
転
。

2
0
0
0
年
7
月
に
Ｉ
Ｈ
Ｉ
に
営
業
譲
渡
さ
れ
て
Ｉ
Ｈ
Ｉ

エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
（
Ｉ
Ａ
）
が
誕
生
し
、
同
年
10
月
、
労
働

組
合
も
日
産
労
組
富
岡
支
部
か
ら
Ｉ
Ｈ
Ｉ
労
連
富
岡
支
部

に
移
行
し
ま
し
た
。
譲
渡
に
あ
た
っ
て
社
員
は
親
会
社
の

Ｉ
Ｈ
Ｉ
か
ら
Ｉ
Ａ
へ
の
出
向
と
い
う
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ
労
組
籍
と
な
り
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
労
連
の
7
番

目
の
支
部
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

 

◎
組
合
訪
問
記
「
基
幹
労
連
：
Ｉ
Ｈ
Ｉ
労
働
組
合
連
合
会
富
岡
支
部
」 

原
点
は
「
職
場
」
と
「
組
合
員
の
声
」

組
合
員
に
寄
り
添
い
、
頼
ら
れ
、
信
頼
さ
れ
る
組
合
に

支部執行委員長
大場 博之（専従）

支部書記長
丹羽 正人（専従）

支部執行委員
中川 大平

（専従／労働対策担当）

支部執行委員
佐俣 陽介

（非専従／組織対策担当）

　

現
在
、Ｉ
Ａ
社
に
籍
を
置
く
組
合
員
を
中
心
に
支
部
の
組

合
員
数
は
6
8
5
名
（
男
性
5
7
4
名
、
女
性
1
1
1
名
）、

う
ち
富
岡
事
業
所
が
6
2
6
名
。
他
に
東
京
本
社
、
種
子

島
事
務
所
、
武
豊
事
務
所
、Ｉ
Ｈ
Ｉ
北
陸
支
社
な
ど
の
組
合

員
や
群
馬
県
内
に
所
在
す
る
関
連
会
社
の
労
働
組
合
も
富

岡
支
部
の
所
属
で
す
。
た
だ
し
、
2
0
1
2
年
に
Ｉ
Ｈ
Ｉ
か

ら
Ｉ
Ａ
に
移
管
さ
れ
た
相
生
試
験
場
は
、
引
き
続
き
Ｉ
Ｈ
Ｉ

労
連
相
生
支
部
に
籍
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

支
部
の
体
制
は
、支
部
委
員
長
、支
部
書
記
長
、執
行
委
員

２
名
、
職
員
１
名
。
専
従
者
は
Ｉ
Ｈ
Ｉ
労
連
の
方
針
で
2

 
0
 

1
9
年
か
ら
３
名
に
。
Ｉ
Ｈ
Ｉ
労
連
の
議
決
権
を
持
つ
職

場
組
合
員
の
代
表
で
も
あ
る
中
央
委
員
が
３
名
、
職
場
で

組
合
員
を
ま
と
め
る
役
員
と
し
て
支
部
委
員
21
名
、
職
場

委
員
34
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
は
、支
部
委
員
に
１
名
、

職
場
委
員
に
２
名
と
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
労
連
で

は
男
女
共
同
参
画
委
員
会
を
設
置
し
、
女
性
が
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

賃
金
・
一
時
金
な
ど
の
労
働
条
件
交
渉
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
本
社

と
Ｉ
Ｈ
Ｉ
労
連
が
行
い
、
各
支
部
の
委
員
長
が
同
席
し
ま

す
。
Ｉ
Ａ
の
業
績
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
富
岡
支
部
組
合
員
の
処

遇
に
反
映
さ
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
あ
り
ま
す
が
、
安

全
衛
生
や
労
働
環
境
、
福
利
厚
生
、
勤
務
管
理
体
制
な
ど
に

つ
い
て
は
、
Ｉ
Ａ
と
富
岡
支
部
が
定
期
的
に
協
議
を
行
い

改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

2023年10月の組織改編で発足した支部執行部は４人体制。大場委員長は実験部出身で、支部書記長等
を経ての就任。挨拶する機会が増えたが「挨拶は短く、懇親・懇談は長く」がモットー。丹羽書記長は
2002年入社で宇宙輸送システム技術部出身。支部書記長を務めた後、2019年から4 年間東京豊洲の
IHI 労連本部の役員を経験し、再び支部書記長に。中川支部執行委員は調達管理部出身で専従役員は初
めて。佐俣支部執行委員は非専従で生産センター所属。組織対策担当として奮闘中。

組合事務所。開いているのが遠目にもわかるよう
事務所の扉には「只今営業中です」の札が。
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を
聴
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富
岡
事
業
所
以
外
の
組
合
員

に
つ
い
て
は
、
執
行
部
が
各
地
区
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

対
話
活
動
を
通
じ
て
年
間
60
件
ぐ
ら
い
の
要
望
が
上

が
っ
て
き
ま
す
が
、
改
善
に
つ
な
が
っ
た
例
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
生
産
現
場
で
働
く
女
性
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

そ
の
対
話
か
ら
、
女
性
用
ト
イ
レ
の
増
設
、
除
菌
シ
ー
ト

や
ト
イ
レ
用
擬
音
装
置
の
設
置
な
ど
が
実
現
し
ま
し
た
。

地
道
な
活
動
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
3
労
働
組
合
の
特
徴
的
な
活
動
は
？

　

富
岡
支
部
の
活
動
の
目
玉
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
の
一
部
会
場
を
貸
し
切
っ
て
実
施
す
る
組
合
員
限
定
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

現
在
は
チ
ケ
ッ
ト
代
補
助
制
度
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

組
合
主
催
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
伝
統
行
事
で
す
。
毎
年
９

月
の
「
ロ
ケ
ッ
ト
祭
り
」
は
会
社
主
催
で
、組
合
も
協
賛
し

て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
製
作
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛

ば
す
コ
ー
ナ
ー
は
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
す
。

　

組
合
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
一
部
メ
ー
ル
配
信
に

切
り
替
え
ま
し
た
が
、「
紙
」
で
の
配
布
に
こ
だ
わ
っ
て
い

ま
す
。
職
場
役
員
が
一
声
か
け
る
機
会
に
な
る
か
ら
で
す
。

Q
4
特
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
は
？

　

宇
宙
・
防
衛
・
航
空
機
の
３
事
業
は
い
ず
れ
も
需
要
が

高
く
、
職
場
は
か
な
り
忙
し
い
状
況
で
す
。
製
造
現
場
は
一

部
変
則
勤
務
で
、
二
交
替
、
三
交
替
の
シ
フ
ト
を
組
ん
で
い

ま
す
が
、
適
切
な
労
務
管
理
が
さ
れ
て
い
る
か
、
組
合
と
し

て
注
視
し
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
の
も
、
数
年
前
に
労
務
管
理
に
つ
い
て
の
相
談
を

職
場
役
員
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
、
事
実
を
確
認
し
た
上
で
、

会
社
側
に
適
切
な
管
理
と
基
幹
職
の
再
教
育
な
ど
を
求
め

る
「
要
請
書
」
を
提
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
意

識
改
革
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、依
然
と
し
て
時
間
外
労
働
に

偏
り
が
見
ら
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
負
荷
の
分
散
を
要
請

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

休
暇
取
得
は
、
労
使
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
社
独
自
の
「
悠
悠
連
休
」
制
度（
5
連
休
ま
た
は
2
連
休

+

3
連
休
の
分
割
取
得
）が
あ
っ
て
、
G
W
・
夏
季
連
休
・
年 

末
年
始
休
暇
の
他
に
各
人
で
大
型
連
休
の
計
画
的
取
得
を

促
し
て
い
ま
す
。
年
間
労
働
時
間
は
カ
レ
ン
ダ
ー
協
定
で
、

火
・
水
・
木
に
あ
る
祝
祭
日
を
ず
ら
す
な
ど
し
て
3
大
大

型
連
休
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

Q
5
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
や
そ
の
課
題

へ
の
対
応
は
？

大
場
委
員
長　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
一
人
で
問

題
を
抱
え
込
む
組
合
員
が
増
え
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
労
働
組
合
の
役
割
は
一
言
で

い
え
ば「
か
け
込
み
寺
」。
組
合
員
に
は
「
何

か
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
、
支
部
に
話
を
し
に

来
て
ほ
し
い
、
雑
談
し
に
来
て
く
れ
る
だ
け

で
も
大
歓
迎
！
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

中
川
執
行
委
員　
課
題
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
現
在
、
組
合
員

の
約
２
割
が
２
０
２
０
年
以
降
入
社
で
、

組
合
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
経
験
が
な
く
、「
何
の
た
め

に
組
合
が
あ
る
の
？
」
と
聞
か
れ
た
り
し
ま
す
。
組
合
員

に
と
っ
て
も
っ
と
身
近
な
存
在
に
な
り
た
い
と
、
職
場
に

出
向
い
て
話
し
か
け
る
と
い
う
「
会
い
に
行
く
労
働
組
合
」

の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

佐
俣
執
行
委
員　

青
年
協
議
会
が
実
施
し
て
き
た
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ボ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
ら
な
い
組
合
員
が

増
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
す
べ
て
戻
す
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
良
い
も
の
は
残
し
つ
つ
、新
た
な
取
り
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
組
合
の
良
さ
・
楽
し
さ
を
若
い
組
合
員

に
も
っ
と
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

Q
6
組
合
活
動
を
進
め
る
上
で
モ
ッ
ト
ー
は
？ 

自
身
に

と
っ
て
の
労
働
組
合
と
は
？

大
場
委
員
長　

組
合
活
動
の
原
点
は
「
職
場
」
と
「
組
合

員
の
声
」。
組
合
員
に
寄
り
添
い
、
頼
ら
れ
・
信
頼
さ
れ
る

支
部
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
心
掛
け
て
い
る

の
は
「
会
話
」
と
「
傾
聴
」
で
す
。
面
着
で
の
会
話
だ
か

ら
こ
そ
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
聴
く
か
ら
こ
そ
、
本
当

の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

労
働
組
合
と
は
「
組
合
員
と
そ
の
ご
家
族
の
安
心
・
安

定
し
た
生
活
の
た
め
」
に
活
動
す
る
組
織
。
笑
顔
で
出
社

し
た
組
合
員
が
笑
顔
で
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

安
全
な
職
場
環
境
を
実
現
し
、
会
社
へ
の
貢
献
の
対
価
を

平
等
に
還
元
さ
せ
る
交
渉
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

丹
羽
書
記
長　

職
場
に
信
頼
さ
れ
る
存
在
に
な
り
、
そ

の
信
頼
に
し
っ
か
り
応
え
て
く
こ
と
で
す
。
組
合
活
動
の

主
役
は
職
場
組
合
員
。
執
行
部
は
、
組
合
員
が
安
全
・
安

心
に
働
け
る
場
を
提
供
す
る
た
め
の
ア
シ
ス
ト
機
関
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
基
幹
労
連
の
組
織
内
議
員
で
あ

る
村
田
き
ょ
う
こ
参
議
院
議
員
と
意
見
交
換
の
場
を
持
ち

大
変
好
評
で
し
た
が
、
働
く
者
の
生
活
を
良
く
し
、
会

社
を
良
く
す
る
た
め
の
政
策
実
現
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
も
っ
と
理
解
を
広
げ
、
組
合
を
応
援
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

基幹労連：ＩＨＩ労働組合連合会富岡支部

上／会社主催の「ロケット祭り」組合も協賛して開催（2023
年９月）　下／ペットボトルを使ってロケットを製作。高く
飛ばせたかな？！（2023年９月）


